
―５３― 

令和２年第４回（１２月）大郷町議会定例会会議録第２号 

令和２年１２月２日（水） 

                                    

応招議員（１４名） 

   １番 吉 田 耕 大 君    ２番 佐 藤   牧 君 

   ３番 赤 間 茂 幸 君    ４番 大 友 三 男 君 

   ５番 佐 藤 千加雄 君    ６番 田 中 みつ子 君 

   ７番 熱 海 文 義 君    ８番 石 川 壽 和 君 

   ９番 和 賀 直 義 君   １０番 高 橋 重 信 君 

  １１番 石 垣 正 博 君   １２番 千 葉 勇 治 君 

  １３番 若 生   寬 君   １４番 石 川 良 彦 君 

                                       

出席議員（１４名） 

   応招議員と同じ 

                                       

欠席議員（ ０名） 

   な  し 

                                       

  地方自治法第 121条の規定により、会議事件説明のため本議会に出席した

者は、次のとおりである。 

町長     田 中   学 君  副町長    武 藤 浩 道 君 

教育長    鳥 海 義 弘 君  特命参事   千 葉 伸 吾 君 

総務課長   浅 野 辰 夫 君  財政課長   熊 谷 有 司 君 

まちづくり政策課長 伊 藤 義 継 君   復興定住推進課長 武 藤 亨 介 君 

税務課長   小 野 純 一 君    町民課長   千 葉   昭 君 

保健福祉課長 鎌 田 光 一 君  農政商工課長 高 橋   優 君 

地域整備課長 三 浦   光 君  会計管理者  片 倉   剛 君 

学校教育課長 菅 野 直 人 君  社会教育課長 千 葉 恭 啓 君 

                                       

事務局出席職員氏名 

 事務局長 遠藤龍太郎  次長 齋藤由美子  主事 髙橋将吾 

                                       

議事日程第２号 

  令和２年１２月２日（水曜日） 午前１０時開会 

 日程第 １  会議録署名議員の指名 



―５４― 

 日程第 ２  一般質問〔２人 ５件〕 
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         ６．  １番 吉田耕大 議員 
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 日程第１４  議案第８８号 令和２年度大郷町下水道事業特別会計補正予

算（第２号） 

 日程第１５  議案第８９号 令和２年度大郷町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第２号） 
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 日程第 １  会議録署名議員の指名 
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 日程第 ２  一般質問〔２人 ５件〕 

        ◎一般質問通告順 

         ５．  ８番 石川壽和 議員 

         ６．  １番 吉田耕大 議員 

 日程第 ３  議案第７７号 大郷町議会議員及び大郷町長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の制定につ

いて 

 日程第 ４  議案第７８号 大郷町農園の管理及び運営に関する条例の制

定について 

 日程第 ５  議案第７９号 大郷町集合宿泊施設等の設置及び管理に関す

る条例の一部改正について 

 日程第 ６  議案第８０号 大郷町住民バスの指定管理者の指定について 

 日程第 ７  議案第８１号 財産の取得について 

 日程第 ８  議案第８２号 黒川地域行政事務組合規約の変更について 

 日程第 ９  議案第８３号 黒川地域行政事務組合の財産処分について 

 日程第１０  議案第８４号 令和２年度大郷町一般会計補正予算（第７号） 

 日程第１１  議案第８５号 令和２年度大郷町国民健康保険特別会計補正

予算（第３号） 

 日程第１２  議案第８６号 令和２年度大郷町介護保険特別会計補正予算

（第２号） 

 日程第１３  議案第８７号 令和２年度大郷町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号） 

 日程第１４  議案第８８号 令和２年度大郷町下水道事業特別会計補正予

算（第２号） 

 日程第１５  議案第８９号 令和２年度大郷町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第２号） 

 日程第１６  議案第９０号 令和２年度大郷町戸別合併処理浄化槽特別会

計補正予算（第２号） 

 日程第１７  議案第９１号 令和２年度大郷町宅地分譲事業特別会計補正

予算（第３号） 

 日程第１８  議案第９２号 令和２年度大郷町水道事業会計補正予算（第

４号） 

                                    

午 前  １０時００分  開 会 

議長（石川良彦君） 皆さん、おはようございます。 
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    ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

    本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                                    

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（石川良彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署

名議員は会議規則第110条の規定により、２番佐藤 牧議員及び３番赤

間茂幸議員を指名いたします。 

                                    

日程第２ 一般質問 

議長（石川良彦君） 日程第２、一般質問を行います。 

    質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

    ８番石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） おはようございます。８番石川でございます。 

    通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

    今回大綱２点について質問をさせていただきます。 

    まず１点目、内水被害対策について。 

    ３月定例会での一般質問で、内水被害対策に対する答弁の中で、町が

管理する普通河川でも対象となる緊急しゅんせつ推進事業を活用して対

応するとのことでございました。それに基づいて次の点をお伺いいたし

ます。 

    （１）大松沢の農業法人イグナルファームと東北アグリヒトのハウス

の損壊も内水による鶴田川、新堀川の越流や氾濫によるものと思われま

す。その後の対応をお伺いいたします。 

    （２）昨年の台風19号時における大松沢、上村地区の各ソーラー施設

の調整池の機能は十分に果たされていたのか。また、それを検証された

のかお伺いいたします。 

    次に大綱の２番目でございます。心のケアハウスについて。 

    本年５月に開所された子供の心のケアハウス、トライアングルについ

て次の点をお伺いいたします。 

    （１）これまでの利用状況をお伺いいたします。 

    （２）教育機会確保法が施行されましたが、不登校児童生徒への対応

策に変化はあるのかお伺いいたします。 

以上大綱２点についてよろしくお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。初めに、町長。 
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町長（田中 学君） 皆さん、おはようございます。 

    ただいまの石川議員の内水被害対策についての御質問でございます。 

    （１）でありますが、町管理河川については、今年度創設された緊急

しゅんせつ推進事業により、東成田地区の西光寺川については、河川緊

急しゅんせつ工事を発注してございます。堆積箇所の著しい町管理河川

については、本事業の対象期間である５カ年で調査を実施しながら継続

的に事業を行ってまいる考えであります。 

また、県管理河川については、今後の災害等に備え、早急な対応をし

ていただくよう、町として強く要望しているところであります。今年度

は味明川について、堰場橋より下流で堆積土砂の撤去を実施してござい

ます。来年度は、宮城県より町内の県管理河川を調査し、必要に応じて

堆積土砂の掘削を実施していくとの回答を得てございますので、早急な

対応をしていただくよう、引き続き強く要望してまいりたいと考えてお

ります。 

（２）については、対象となる太陽光発電施設において、台風19号に

よる被害は報告されていないことからも、調整池の機能は十分果たして

いるものと考えております。なお、調整池の機能検証については実施し

ておりません。 

以上、私の答弁とさせていただきます。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 次に、２点目の心のケアハウスについての御質問に私

のほうから答弁させていただきます。 

   （１）につきましては、10月末現在で正式な手続を経た通所者は２人

でございます。ケアハウスでは、来所支援、学校支援、家庭支援を３

つの柱としており、延べにして体験通所も含めた来所支援は14人、学

校に出向いての学習支援は46人、家庭訪問等の家庭支援は６人で、合

計、延べですけれども66人に支援を行っております。 

（２）については、平成28年に施行された義務教育の段階における普

通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律の基本理念の下に、

国と地方公共団体の役割分担を明確にしたもので、現在の対応策が変わ

るものではございません。これからも不登校児童生徒を含む全ての児童

生徒が安心して教育が受けられるように、一人一人の特性や状況等を把

握し、ケアハウスや各種相談体制を充実させていきたいと思っておりま

す。 

    以上でございます。 
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議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 答弁をいただきました。 

    まず、この緊急しゅんせつ推進事業についてなんですが、今答弁にも

ありましたけれども、５カ年で計画するということだったんですが、今

年は幸いにも台風１つも来なくて、水の心配はなかったんですが、５カ

年かけてやるということなんですが、早急にやらなければいけないよう

な箇所というのは把握していらっしゃるのか。それで何カ所ぐらいある

のか。その辺お分かりであればお聞かせください。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） お答えいたします。 

    早急ということで、まず、初めに今年度発注いたしました西光寺川を

実施してございます。また、味明川等につきましても、一部著しい箇所

がございますので、そちらにつきましても早急に対応してまいりたいと

考えております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 通告書の中で、大松沢にある農業法人イグナルファーム

と東北アグリヒト、被害を受けたわけなんですが、その辺の関連につい

て、私は鶴田川と新堀川が関係しているのかなと思っているんですが、

その辺の捉え方はどうなのかお聞かせをください。 

議長（石川良彦君） 地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） お答えいたします。 

    今回の台風19号につきましては、これまでにも類を見ないような大雨

の量でございました。確かに鶴田川や新堀川からの越水もございました

が、また、大衡側の上流側のほうからもかなりの水が来てございます。

河川の越水等も一部と考えられますが、それらが全て悪い方向に動いて

しまいまして、今回の災害が起きたと思ってございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） イグナルファームについては順調に再開してやっていら

っしゃるようでございます。東北アグリヒトもうちの前ですので見てい

ると、解体が始まったようなんですが、その方々が安心してやっぱりこ

れからも大郷で仕事をしていくのには、その材料、安心できるような材

料というのも必要かなと思うんですが、その点どうお考えなのかお聞か

せをいただければと思うんですが。 

議長（石川良彦君） 地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） 進出していただきました企業が安心していただ
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けるよう、我々地域整備課、町としてはまず河川のそういった堆積土砂

を撤去したり、県河川であれば、その県の堆積土砂につきまして、早急

に撤去していただくよう、強く要望していただくことが一番の策だと思

ってございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 通告には載せていなかったんですが、東北アグリヒト、

解体が始まったようなんですが、一部の方は御存じかもしれませんが、

我々にこれからの流れ、もし、お聞かせいただけるのであれば、どんな

形になるのか、 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員、内水対策の質問に切り替えてください。 

８番（石川壽和君） 分かりました。 

    もう１つ、またこれも止められるかもしれませんが、あそこの解体の

看板を見ると、発注元が大郷町になっているんですね。解体工事の看板

が。その辺何でなのか、もし議長のお許しが得られれば。 

議長（石川良彦君） 次の質問にしてください。 

８番（石川壽和君） この緊急しゅんせつ推進事業、確かに５カ年でというこ

とで、令和２年度は900億、５年間で4,900億、これ全国規模のことなの

で、私的には早い者勝ちなのかなと思うところがあるので、この辺のと

ころをどう捉えていらっしゃるのか、５カ年でやるという形はいいんで

すが、予算もあることですので、限られた予算の中でやるということで

すので、その辺のところどう考えていらっしゃるのか。考えがあればお

聞かせをいただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） お答えいたします。 

緊急しゅんせつ推進事業につきましては、ただいま議員がおっしゃら

れたとおりの事業費のもので、国のほうから創設されたということで来

てございます。確かに早い順というふうな捉え方もあろうかと思います

が、町といたしましては、必要に応じて実施していき、例えば、予算が

なくなったからといって緊急性の高いものについてやらないということ

ではございませんので、この辺につきましては予算の枠がなくなったと

しても、国に対しては必要性を強く訴えてまいりたいと考えております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） いずれにしても先ほども申し上げましたが、せっかく大

郷町に来て企業をやる方々が安心して仕事ができるように配っていただ

ければなと思います。 
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それでは、（２）ソーラー施設の調整池について。被害の報告もない

し、ということなんですが、検証していないということなんですが、ま

るきり聞いてもいないし見てもいないということなんですか。 

議長（石川良彦君） まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） こちらの太陽光施設に関しまして、台風

あるいは大雨の際には、町から実際に現在といいますか、被害があるの

かどうかの調査は行っております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 私も開発調整委員の委員になっているんですが、もっと

早くその会合を開くように要請していればよかったんですが、その辺の

ところ開発調整会議の中でもみんなで情報を共有するというような形を

取れればなと思うんですが、通告には大松沢の上村地区としましたが、

大郷町の中に大変メガソーラーと言われるようなところもありますし、

その辺のところの検証を開発調整会議なりで、みんなで見て、また安心

する材料をつくりたいなと思うんですが、その辺のところどうお考えで

しょうか。 

議長（石川良彦君） まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） お答えいたします。 

開発調整会議につきましては、案件があれば開催は可能でございます

ので、そういったことは検討してまいりたいと思いますが、技術的な検

証という形になると、その辺の方策がどのやり方がいいのか、その辺は

考える必要があるかと思います。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） せっかくある開発調整会議なので、その辺のところはみ

んなで情報を共有して、安心して暮らせるようなまちづくりに貢献でき

ればなと思うので、よろしくお願いしたいと思います。 

    それでは大きな２点目、心のケアハウスなんですが、延べ66人という

ことで、心のケアハウスの通所の実績ということなんですが、この中で

不登校の子供さんというのはいらっしゃったのかどうなのか、お聞かせ

ください。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

    来所支援のほうを行っておる児童につきましては、不登校の傾向があ

る児童でございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 
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８番（石川壽和君） 以前の議会の中で、何人か不登校がいましたけれども、

７月か何かで解消されたというようなお話も聞きましたが、じゃあその

後に出た不登校児という捉え方ですか。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えします。 

    前の教育民生常任委員会の際に御説明した内容だと思いますけれども、

コロナの学校再開後、不登校傾向にあった児童生徒も登校の傾向が見ら

れまして、いい方向に来たわけですけれども、やはり２学期を過ぎまし

て、徐々にやはり不登校の傾向が出てきたという現在状況にございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） それから前の教育民生常任委員会での意見書の中で、心

のケアハウスの場所の選定、あまり表で目立ちすぎてどうなのかという

意見を出したと思うんですが、その辺どうお考えなのか、まずお聞かせ

ください。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） 心のケアハウスを設置するに当たりましては、

様々な検討がなされた中で、文化会館という形に決定したものでござい

ますけれども、この施設の整備に当たりましては、県の補助事業を100％

使わせていただいておりますので、整備等も行っている経過から、やは

り引き続き、文化会館のほうで使っていきたいと考えております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 目立ちすぎて行きにくいのではないかなという懸念もあ

ったものですから、その辺の何か方策を取っていただければと思うんで

すが、それから同じ教育民生で出した中に、なんと言うのでしょうかね、

１人で過ごせるスペースも必要ではないかなというよう意見も出してい

ると思うんですが、その点についてどうなっているのかお聞かせくださ

い。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えいたします。 

その件につきましては、議員のおっしゃるとおりでございまして、今

現在最大で６名が通所という状況もございますので、そこにつきまして

は、ケアハウスの隣に談話室がございますけれども、こちらを社会教育

課と連携をして使わせていただいたり、Ｂ＆Ｇ海洋センターの体育館を

お借りして活動を行ったりということも行っております。また、今現在

２階のほうにめるくまーるさんが使っていらっしゃいますけれども、そ
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ちらのほうが、今建設中のところに移動された場合には、２階等の活用

というのも社会教育課のほうと検討してまいりたいというふうに思って

おります。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 不登校の原因というのは、新聞にもいろいろありますけ

れども、いろいろな原因があってのことだと思うので、その方々に応じ

た指導をしていただければと思います。 

それから、この教育機会確保法というのが、私も最近見て分かったん

ですが、もう既に３年前に施行されたということなんですが、私も全部

条文を読んだわけではないんですが、さらっと読んだところによると、

不登校児童生徒への、みんなと同じような教育を受けることができる権

利を保障するような形だと思うんですが、そんな考えだと思うんですが、

どうでしょうか、その辺は。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 議員御指摘のとおり、全くそのとおりだと思います。

この平成28年の法律によって、より突っ込んだ具体的な対応を個々の子

供の事情をよく斟酌してやっていくということが強く求められている法

律だというふうに思っております。以上です。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 最近、これ11月23日の新聞になんですが、御存じのとお

り３年連続宮城県が不登校ワーストということで、県のほうも力を入れ

ているようなのですが、ただその中で不登校支援というのが、３割以上

まだ手当てされていないというのも現状だそうでございます。その中で

小学校60.4％の方は支援されているようです。中学校で66.8。ただその

中でスクールカウンセラーを置いて対応しているというところが、小学

校60から39に下がり、中学校も66から44に下がるということなんですが、

このスクールカウンセラーの現状、どうなっているのかお聞かせくださ

い。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） お答えします。 

    スクールカウンセラーにつきましては、県の施策としまして小中学校

に１名ずつ配置がされているという状況にございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 先ほども申し上げましたが、本当に不登校の原因という

のは千差万別なので、その子供たちに対応した支援が望まれるところで
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ございますが、ただ私、その条文をいろいろ読んで本当に不登校になっ

ている子供さんに、学校に通っている子供たちと同じ、公平にというか

平等にというか、それが可能なのかどうなのか。政府のほうで決めるの

は決めるんでしょうけれども、担当している教育課として、その辺のと

ころ本当に100％可能にできるのかどうなのか、ちょっと私疑問に思っ

たので、もし教育長なりお考えがあればお聞かせをいただきたいと思い

ます。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。教育長。 

教育長（鳥海義弘君） お答えいたします。 

    私もいろいろ条文を何回か見ておりますけれども、その中に特別の教

育課程に基づく教育を行う学校の整備という１項がございます。全国に

14校ほど、特認校みたいなものを造って、その子供のニーズに合わせた

学校を先行事例として造っているようでございます。従来の子供が学校

に合わせるのではなくて、学校が子供に合わせていくようなカリキュラ

ムのようでございます。この間もテレビを見たんですが、子供が行きた

いときに行って、そしてあと授業の内容も選ばせるという、あるいは週

３日とか２日に登校の日を子供たちに決めさせると。子供主体にその教

育内容を決めていくような学校が全国14校あるそうでございます。そう

いうのが先行事例として、これは全国に広がっていくのかなとは思いま

すけれども、ちょっと大きな疑問もあるわけなんですけれども、そうい

う動きがあるようでございます。これからますますそういった不登校の

子供たちには、子供たちの要望を聞きながら教育を受けさせていくとい

う流れが強まっていくんじゃないかなと思っております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） この教育機会確保法を私が知ったのが、たまたま聞いて

いたラジオで知りました。その中でおっしゃっていたコメンテーターの

方が、すごく強烈な言葉だったんですが、行きたくなければ行かなくて

いいんだと。そういう制度なんだというような話だったんですが、その

辺のところ教育長、どんなお考えをお持ちなのか。今の、先ほどの答弁

にも含まれていたとは思うんですが、もう一度お聞かせください。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） これは、あくまでも私見でございますけれども、ただ

この頃の不登校の子供たちを含めたこの流れは、教育の流れというのは、

子供の社会的なニーズを図るためにというふうに、あるいは子供の幸せ

のためにということが非常に大きくうたわれております。子供が、極端
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な話、学校に行くことによってそういう幸福感というか幸せ感というか、

あるいは自分らしさとか、そういったものが発揮できないで悶々として

いるという状況であれば、既存の学校ではなく、もっと別な緩やかなそ

ういうふうな機関に通って、自分の自立のために勉強していくというこ

ともありなのかなというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 蛇足になるかもしれませんが、またお恥ずかしい話をす

るんですが、前にも議会で話をしたことがあるんですが、私の娘も中学

校２年の時に１年間不登校になりました。受け取っていただけるところ

があって、うちの娘は回復したんですが、その中で一番気になったのが、

中学校１年間、２年生の１年間、学校に丸々行かなくて、そのときに学

校で出してよこした通信表がオール１だったんですよ。今、これ教育機

会確保法に照らし合わせると、学校に来ないからオール１だという評価

はどうなのかと、最近また疑問に思ったものですから、そこのところを

どんな形に、通信表の内申書というのもいまだにあるようですので、そ

の辺のところに大きく響いてくるだろうし、学校に行っていないのにオ

ール１の評価を下されるというのは、どうなのか、もし、教育長なり課

長さんなりお考えがあればお聞かせをいただきたいと思うんですが。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 現職の校長時代に、やはり今受験シーズンに入ろうと

しているときでございますけれども、調査簿等作成委員会というのを校

内で開きまして、子供たちに点数をつけたものを一覧表が出るんですけ

れども、その際に議員おっしゃったように不登校の子供たちは中間試験

も期末試験も受けておりませんので、そしてまた、先生方が会って学習

状況を把握することができない状況なんですね。しかし、現実としては、

例えば200人の中学校３年生の一人であるということからして、泣く泣

く評定１をつけなければならないという状況はございました。本当にこ

れはもう股裂き状態で、校長としてはやむにやまれないんですけれども、

何とか別な表記の仕方はないのかなとはいうふうには思ったんですが、

制度上、特に10段階評価というのが、今、10段階評価がありまして、そ

のときはパーセンテージが県の教育委員会から決まっているんですよ。

例えば500人いたら10と１は７％だよとか、その１人でも違ったらそれ

は差し替えられる時代でした。そういうふうな時代でしたので、本当に

不登校の子供たち、いろいろな事情を抱えた子供たちに、学校に来てい

ないのに評定をしなければならないということが非常にこれはいいのか
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なとは思ったところがございました。ただ、その不登校の子供たちが、

議員おっしゃったように、将来こういうふうな道に進みたいということ

で高校に進学する、そういう子供たちも非常に多いわけでございます。

その際には副申書というのをつけまして、評定は１ですけれども、子供

の意欲とか親御さんの考えとか、そういったものを書いて、当該の高校

の校長に、とにかくお願いしたいということを学校に行ってお願いした

こともございます。そういう今状況にございますが、ただ今回の法律で

は、機械的に１をつけるなということでございますので、やはりできる

だけその子供の進路、将来を見据えて評価といいますか、励ましの評価

といいますか、将来を展望した評価が先生方につけてもらえるように働

きかけていきたいというふうに思っております。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） 確かに聞き及んでいるところによると、その評定の枠が

あるというのは私も聞き及んでおりましたが、ただ蒸し返すようですけ

れども、うちの娘を受け取っていただいた学校でその話をしたら、例え

ばうちの場合でしたら、その、評価せずとか、評価できませんとか、そ

ういうものにするというお話もいただいたので、ずっと胸の奥にあった

ものですから質問させていただきました。いずれにしても本当に不登校

の子供を抱える親御さんの苦労というか、私も重々、ただ私もやっぱり

ある程度日にちがたってから見極めて、行きたくなければ行くなという

ようなことで回復した面もあるので、その不登校の子供さんが１日も早

く復帰できるように、町としてもその辺のところ、お願いしたいと思う

んですが、最後に教育長からその辺のところ、お気持ちなり、決意なり

お聞かせいただいて終わりたいと思いますが、よろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 教育長。 

教育長（鳥海義弘君） 毎月１回行われます定例の校長会で、今、不登校状態

になっている子供、それから不登校になりつつある子供をとにかく一人

一人名簿に書いていただいて、提出していただいております。そして、

どういうふうに学校が見立てているのか、保護者はどういうふうに考え

ているのか、それを校長会でもみまして、約１時間ぐらい、もっとかか

るでしょうか。結構、今年度の校長会、長くなっているんですけれども、

一人一人の子供の今の状況を学校がどう捉えて、どういう対応をしてい

るのか、それをきちんとみんなで共有してやっていこうというふうに考

えておりますので、丁寧な、とにかく一人一人の子供たちに合った丁寧

な対応をお願いしているところでございます。このままずっとそういう
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取組をしていけば、その子供たちも将来的な展望を持った生き方ができ

るんじゃないかなと考えておりますし、場合によっては月３日が不登校

の兆しでございます。月３日休む子供たちがいた場合、学校で手が足り

なかったら教育委員会でも動いて家庭訪問等を実施してまいりたいなと

いうふうに考えているところでございます。以上でございます。 

議長（石川良彦君） 石川壽和議員。 

８番（石川壽和君） よろしくお願いします。終わります。 

議長（石川良彦君） これで石川壽和議員の一般質問を終わります。 

    次に、１番吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 議席番号１番吉田耕大、最終通告者となりますが、よろ

しくお願いいたします。 

今まで一般質問の中で防災訓練や自然学習等事業をしていただきたい

といろいろ質問をさせていただいたところ、防災訓練、自然学習を子供

たちの皆さん方、いろいろな方たちにやっていただき、誠にありがとう

ございます。 

非接触型検温器も役場庁舎内に設置していただき、役場職員の皆さん

や来ていただいた来場者の皆さんが安全に安心して役場に来られるよう

な場所、環境づくりをしていただき、誠に併せて感謝申し上げたいと思

います。これからもいろいろな質問、提案をしていきたいと思いますの

で、これからもよろしくお願いします。 

これから一般質問に入らせていただきます。 

    大綱１点目、自然災害対策と防災について。 

（１）自然災害もいろいろな種類があり、全てを網羅した安全対策マ

ニュアル、防災ハザードマップの作成を早急に作成すべきと考えるが、

所見をお伺いいたします。 

（２）大郷町総合防災訓練が行われましたが、これからも町民の皆様

が訓練を行い、いかなる災害にも対応できるようにもっと回数を増やせ

ないのかお伺いいたします。 

大綱２点、現地再建や移転希望者への支援について。 

（１）中粕川地区に住まれている方の土盛りや内水対策の補助につい

て、どこまでできるのかお伺いいたします。 

（２）仮設住宅に住まれている方の移転までの期間はしっかりと保障

できるのかお伺いいたします。 

（３）被災者への心のケアはしっかりできているのかお伺いいたしま

す。 
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大綱３点、今後の大郷町のＰＲについて。 

（１）道の駅おおさとに、ぜひ、大郷町が出している子育て支援や定

住促進の補助事業や観光、祭り事等を教えていただけるコンシェルジュ

を１名配置する考えはないのかお伺いいたします。以上、よろしくお願

いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 吉田議員の自然災害対策と防災についての御質問であり

ますが、（１）については、社会資本整備総合交付金事業を活用しなが

ら、大郷町地域防災計画の改定を予定しているところであります。その

中で各種災害の安全対策マニュアルの作成なども検討しているところで

あります。防災ハザードマップについては、現在、町のホームページに

富谷・黒川地区わがまち防災マップを掲載しており、このデータ情報を

基にして、紙ベースの防災ハザードマップの作成を発注してございまし

て、今年度中に町内全世帯に配布する計画でございます。 

（２）については、大郷町復興再生ビジョンに基づき、町民防災の日

の前後の週末に大郷町総合防災訓練を実施する計画で、今年から行って

おりますが、各行政区においても自主防災組織による防災訓練をおのお

の実施しているところでございます。また、町消防団と共催して、今後

も消防演習や水防演習なども実施していくことから、訓練の回数を増や

すことは、特に考えてございません。 

    大綱２の現地再建や移転希望者への支援についての御質問でございま

すが、（１）については、個人が行うかさ上げや擁壁設置に対して、補

助制度を設ける方向で進めております。現在、補助要綱の内容について

検討を重ねて、できるだけ被災者のためになる内容で実施してまいりた

いというふうに考えております。 

（２）、仮設住宅については、宮城県に引き渡す期間は２年間と決ま

っておりますが、災害公営住宅や中粕川、中村原地区に整備する分譲宅

地の完成時期などによって、２年以内に退去することが不可能な世帯や、

そのほか戸別案件も含めて、現在、特定延長を認めていただくよう、国

と県に協力していただけるようお願いをしているところであります。 

（３）については、社会福祉協議会へ委託している被災者見守り相談

支援事業で生活支援相談員を配置し、定例的に被災者への訪問を行うと

ともに、仮設住宅談話室でのお茶飲み会での情報交換などを行ってござ

います。その中で心配事や不安などを抱えている方には、しっかりとし

た個々に応じた心のケアを支援しているところであります。 
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大綱３につきましては、今後の大郷町のＰＲについての御質問でござ

いますが、子育て支援や定住促進の情報、観光・祭り事等のＰＲについ

ては、ホームページやパンフレット、ＳＮＳ等の活用、情報誌への掲載

もしながら、より多くの方々の目に留まるよう取り組んでいるところで

ございます。コンシェルジュの配置については、これまでも振興公社と

協議してございますが、現在、振興公社でカウンター業務専任職員を求

人してございますので、人員の確保及び職員教育をした上で、インフォ

メーションスタッフとして配置し、来町いただいた方に丁寧な御案内を

提供するように、町と連携しながらいい環境でお迎えできるような、そ

んな道の駅にしてまいりたいと考えているところであります。以上です。 

議長（石川良彦君） ここで10分間休憩といたします。 

午 前 １０時４６分  休 憩 

午 前 １０時５５分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に続き会議を開きます。 

１番吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 再質問に移らせていただきます。 

大綱１番の１番からよろしくお願いします。富谷・黒川地区わがまち

防災マップとありますが、これを今年度中に町内全世帯に配布するとい

うこともあるんですけれども、僕は以前から一般質問で行っていました

が、台風被害、大雨、内水対策及び地震災害など様々な災害、各種災害

のマニュアル、やっぱりこれは各行政区によってどういうふうに対応、

どういうふうに避難というような各行政区ごとに22行政区を早急に作成

すべきと思いますが、富谷と黒川地域、大きく見てしまわず、大郷町の

みの１つのハザードマップ、防災マップというような形の作成もしたほ

うがいいと考えるのですが、所見をお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    今作成中の防災ハザードマップについては、今ホームページにアップ

しているデータを紙面化したものがベースとなってございます。今、議

員の御質問につきましては、各行政区に自主防災組織ということで22行

政区組織してございますので、そういった各行政区ごとの避難マニュア

ル、それぞれの行政区でも防災士の資格を持っている方々もいらっしゃ

いますけれども、そういった行政区のほうと情報交換させていただいて、

個々の行政区についても見ていきたいというふうに思ってございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 
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１番（吉田耕大君） この、なぜ地区ごとかというと、役場職員の皆さんも地

区担当職員という、地区に赴きいろいろなことをお伺いしたりとか、ど

ういうことがありますかというようなことをしている職員の皆さんがい

ると思いますので、その方たちに各行政区の問題、この自然災害の問題

を聞き取ってもらい、それを作成すべきと思います。なので、その辺を

もう少ししっかりとし、町民一人一人を守るために作るべきだと、それ

を全戸配布していただきたいと考えますが、町長はその辺のことをどう

お考えかひとつよろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） あの、議員のおっしゃる内容は理解できます。当然地区

担当職員と行政区長との間は大変良好なものというふうに理解をしてご

ざいます。今後もそういう意味では町と行政区との関係を再構築しなが

ら、もっと分かりやすい地域での、地域の皆さんが一目で分かるような

内容にしてまいりたいというふうに内部で調整させていただきたいなと

いうふうに思っています。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 今、そういうふうに地区でしっかりとまとめた意見があ

り、役場でまとめていただき、それを配布していただくというような、

これから検討していくみたいなことがあったので、課長のほうもひとつ、

これから頑張って各行政区、大松沢地区だったり、中粕川地区、大谷西

部、東部各地区によっていろいろな災害があり、いろいろな問題点があ

るので、その地区ごとにどこに逃げたらいいか、どういうときにどうい

う対応をすればいいのかというのを早急につくっていっていただきたい

ので、課長のほうからもひとつよろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    昨年の災害のときには、地区担当委員が約2,000カ所ともいわれる災害

箇所について情報連絡員として各行政区に派遣いたしまして、つぶさに

調査してございます。そういった蓄積もございますので、今後、改定予

定の地域防災計画の中で議員御指摘のことについても検討させていただ

きたいというふうに思ってございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） より精査された大郷地域の防災計画になるように努めて

いただきたいと思います。 

それでは２番目の防災のことについて、大郷町防災訓練のことについ
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て少しお話しさせていただきたいと思います。 

災害はいつ来るか分からないので、早急な対応ができるよう訓練して

損はないと思います。それで、今後そういう防災演習や水防演習がある

ということはあるんですけれども、各行政区でも防災訓練というのを行

われていると思います。なので、さらにそれをもう少し掘り下げ、いろ

いろな防災のための、この前のような大郷町防災訓練のようなものも各

行政区を回り、することはできないのかお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    各自主防災組織の訓練をしてございますので、それをベースといたし

まして、例えばそういった地域に県のほうから防災指導員を招いて各行

政区のほうに派遣してといった中身の濃い自主防災訓練になるようにす

ることも可能でございますので、町……、そういったことも含めまして

中身の濃い各行政区での訓練となるように指導していきたいというふう

に思ってございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） そのように自分の命は自分で守る、地域で守るというよ

うなことをやはりこれからも心がけていきたいと思います。あと先日10月

18日の大郷町防災訓練は各行政区代表の５名のみで行われました。初め

てやることもあり、不慣れな部分があって戸惑っている方もいました。

災害時においては迅速で平準化された対応が必要であることから、実効

性のあるマニュアル作成と町職員の習熟度向上に取り組まれたいと思い

ますが、今、その防災訓練について周知徹底はどの辺ぐらいまで進んで

いるのかお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

町民防災の日を制定した後の初めての総合防災訓練でございました。

その中でもいろいろと成果、あるいは反省すべき点、いろいろと出てき

たところでございますので、あとは職員については、それに先立って避

難所運営の訓練をしてございますけれども、そういったことを、次の、

来年度に向けて訓練の充実に努めてまいりたいと思ってございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） やはり初めてというのは不慣れな部分も出てくると思い

ますので、やはり、これは年に１回と言わず年に２回、３回と慣れるま

でではないんですけれども、皆さんが対応できるように、町民一人一人
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が自分の身を守れるような、自分の身を守れれば周り、他人のみんなを

守れるようになるように、自主防災はあったり、災害対策という防災訓

練があると思うので、その辺ももう少し強い言葉で言っていただきたい

ので、課長もうひとつすみませんがよろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

町全体、地域全体の防災力向上のために、各行政区と協力しながらレ

ベルアップしてまいりたいと思ってございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） ありがとうございます。やはり自分の身は自分で守ると

ともに、皆さん一人一人が周りの皆さんを助けられるような防災訓練で

あるように、これからも頑張っていただきたいと思います。 

次は大綱２点目に移らせていただきます。中粕川地区の現地再建され

ている方の土盛りについて、今、検討とか補助制度を設ける方向で進め

ているが、いつぐらいになればその補助制度だったりとか、内容という

のは分かるのか、大体でいいので分かれば教えていただきたいと思いま

す。 

議長（石川良彦君） 復興定住推進課長。 

復興定住推進課長（武藤亨介君） お答えいたします。 

    補助の要綱につきましては、担当課としましてはもう完成しておりま

す。こちらにつきまして財政面や防災上の問題がございますので、各関

係課と調整を行った上で早急に、来年の１月か遅くても年度内にはしっ

かりとしたものを整備してまいりたいと考えてございます。以上です。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 年明けには整備していくということは分かるか分からな

いかが分かるということで、補助ができるかできないかが分かるという

ことでいいんですか。 

議長（石川良彦君） 復興定住推進課長。 

復興定住推進課長（武藤亨介君） お答えいたします。 

補助の要綱につきましては、もう整備する方向で決定はしているもの

と判断しておりまして、その内容につきまして細かい部分については来

年当初か遅くても年度内にはお示ししていきたいと考えております。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） この内水対策というのは、やはり、これから今年はなか

ったんですけれども、中粕川地区でも、やはり１メートル浸水すると聞
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いています。それがやはり対策がしっかりなされないと、また来たとき

に１メートルの浸水して、また半壊だったりとかもしくは全壊だったり

とかという面がありますので、これは早急に申請していただき、なるべ

く、復興される方もいますし、修繕、修復して乗り越えられる方もいま

すので、やはりそこは皆さん一律に考えていただいて、そこに住まれて

いる方も土盛りができたりとか、いろいろできたりとかという対策をし

っかり講じていただきたいと思います。それでは２点目の仮設住宅に住

まれている方の移転までの期間のことでちょっとお伺いしたのですが、

特定延長を認めていただくよう国、県と協議している段階ですが、これ

はいつ頃にしっかりとした答えが出るのかをお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    国、県から示される特定延長対象者の決定につきましては、来年３月

を予定してございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） それでは、３月まではある程度の方たちが見込まれるの

か、それとも今書いてあるこの自立再建できる方、公営住宅や中粕川・

中村原地区に移動する方で、家の完成期が間に合わない方は２年以内は

まだいられると思う、２年以上いられると思うんですけれども、その他

の方で今まだ悩んでいる方について、どこぐらいまでの補償というのが

確定されているのかお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

基本的に、そういった…、町長答弁したとおり、町のそういった造成

時期とかそういった遅れによってということで認められる方以外につい

て、要するに自主再建、自主再建をしていただく人は基本的に来年11月

までの入居期限というふうになってございまして、それ以降については

保障されているものはございません。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） その方には、やはり周知はしていると思いますが、今現

在、10年前の3.11の東日本大震災のときには、やはり、今まで10年近く

仮設に住まれている方もいらっしゃったことから、今のこの災害時でも

可能だと思っていらっしゃる方も、やはり、いらっしゃると思いますの

で、その方たちにこういう状態はこうこうですよとかというのを周知徹

底をもう少し細かくしていただき、なるべく被災者に寄り添った対応を
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していただきたいと思うのですが、どのぐらい戸別面談であったり、全

体説明会であったりをするのか、今後のスケジュールとかというのはで

きているのでしょうか。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

８月には既に全体の説明会をして、戸別相談、あるいはあと戸別のア

ンケート調査等をしてございますが、さらに繰り返し12月末にもさらに

全体の説明会、それから戸別相談、そういったものを繰り返し行って、

議員おっしゃるとおり被災者に寄り添った形でケアしていきたいという

ふうに思ってございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 自主再建がなかなか難しい方も、やはり、いらっしゃる

と思います。その中で、迷っている方たちも数名いるとお伺いしますの

で、万が一その解体となったり、特定延長が認められなかったりという

こともあり得ると思うので、そのような方たちが急に退去、撤去という

ような形にならないように、より安心安全に住めるような方向性をしっ

かり示していただき、町民の被災された皆様が安全で安心して暮らせる

ような指導方法をしていただきたいと思いますが、今のを聞くと戸別相

談はする、全体説明会は今年の12月にするとありますが、それでもやは

り納得できない、まだ、考えきれない方たちに、やはり、もう少し何度

もアピール、提案したりこういうこと、こういう住宅があるよとかとい

うふうな提案という形をもう少し多くとっていただき、話合いをしてい

ただきたいと思いますので、その辺ももう少し強いお言葉で、全員がし

っかりとした道を歩める、自主再建できるようにするまで仮設だったり

被災者の皆さんに寄り添っていきますよと言う言葉が欲しいのですが、

総務課長、どうですかね。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    自主再建、お一人お一人の世帯ができるように、町としても誠心誠意

努めてまいりたいと思います。なお、町営住宅の高崎団地なども７軒ほ

ど空いている世帯が、戸数があるんですけれども、なかなか自主再建が

かなわないといった方にはこういった公営住宅への入居といったことも

一度ならず二度、三度というふうに進めていることもありますけれども、

そういった両面でしっかりとサポートしていきたいというふうに思って

ございます。 



―７４― 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） やはり、そういうふうに一人一人最後まで、被災者一人

残らず皆さんが自主再建できるような町、大郷という形にしていただき

たいので、ぜひよろしくお願いします。３点目で、被災者の心のケアな

んですけれども、今、お茶飲み会とかそういうところで情報交換されて

いて、社会福祉協議会の皆さんが頑張っていただいていたり、保健福祉

課の皆さんが頑張っていただいたりしていますが、その中でどのような

声があるのか。例えばこういうので困っているとかという声があるのか

ないのか、ちょっとお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

主立った意見としては、身体、あと、心理的なところ、その心理的な

ところについてはやっぱり経済だったり、あと、今後の再建に向けての

不安だったり、そういったところが聞かれます。以上です。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） やはり東日本大震災のときも仮設に入られている方、残

された方は孤独を感じたりとか、そういう経済面もそうですけれども、

心理的、身体的、身が狭く、気持ちが狭くなるというか、なかなか一人

になっていくと話す方もいなかったりとか、相談する相手もいなかった

りとか、そういう部分もありますので、やはり、社会福祉協議会だった

りとか、保健福祉課の皆さんも頑張っていただいているんですけれども、

やはり、もう少し地域の方たちもサポートできるような体制をつくって

みてはどうかと。まず、大郷町にはいろいろな事業所だったり、いろい

ろな方たちが手伝ってくれるという声が、やはり、あると思うので、そ

ういう人たちを募って、ボランティアを募って、いろいろなこと、事業

をやってみたりとか、被災者のケアになるような案を出してもらい、行

ってもらったらいいと思うのですが、そういうようなことはやらないの

かやるのか、ちょっとお伺いしたいんですけれども、よろしくお願いし

ます。 

議長（石川良彦君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） お答えいたします。 

    議員おっしゃるサポート体制ということで、各種団体とか、あと各種

の人だったり集めてサポートしていただくことについては、大変有効だ

と考えております。ただ、今現在このコロナ禍において、そういったこ

ともなかなかできないのも実情でございます。今仮設住宅に住んでいる
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方、先ほど、お茶飲み会とかそういった中で、その仮設に入っている方

々でいろいろ問題提起して、さっき言った孤立とかそういったことのな

いように内部、仮設の内部で自主的に検討しているというところも今現

在聞いております。以上です。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） それであれば、今、そのお茶飲み会の情報で心理的、身

体的、少し訴えがあったということがあり、今、お茶飲み会とかを通じ

てそういうことをケアできていると。そういう孤独だと感じている方が

いないというふうに理解してよろしいのでしょうか。 

議長（石川良彦君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） そういった方も見受けられるということで、そ

ういった孤独感をなくすにはどうしたらいいかということで、話合いを

設けているというところでございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） やはり、そういうことがないように、町からもしっかり

サポートできるように、僕たち議員の皆様も頑張って支持していきたい

と思いますので、ぜひいろいろなことをやってみて、コロナ禍ではあり

ますが、被災者のためになるのであれば、やっていただきたいと思いま

す。 

それでは大綱３点目のおおさと道の駅についてなんですけれども、答

えの中にはカウンター業務専任職員の求人、人員確保ができたら、職員

をインフォメーションスタッフとして置くというのは、コンシェルジュ

だったりとか、あそこに置くインフォメーション係と理解してよろしい

のでしょうか。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

基本的には専任でのコンシェルジュ、いろいろな言い方があると思い

ますけれども、インフォメーション担当の職員を配置するということを

目的に今求人しているところでございます。以上です。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 求人をしていて、今見込みがあるのか、それともまだ募

集したばかりで、そういうやりたいよという方はまだいないんですか。 

議長（石川良彦君） どこまで進んでいるか。 

１番（吉田耕大君） そうです。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 
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農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    求人を始めた時期というのは、確認はしてございませんが、恐らく先

月あたりかと思います。今のところその求人に対してのということでの

人員はないと。３名体制で２交代であったりとか、シフトを組みながら、

休日も必要ということもありますので、３名体制ということでの今人員

の募集をしてございますので、３名なかなか確保できるかどうかという

ところも含めて、今後、積極的に求人は求めていきたいということで、

お話はいただいております。以上でございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 今３名という言葉があったんですけれども、やはり１名

からでも進めるべきことだと思います。これは、僕は以前一般質問でも

行いました、町のためになることであれば、費用対効果という言葉が前

回使われたんですけれども、やはり、今道の駅は30万人を越えている来

場者数があるというふうに思われます。その中で、令和２年度は51万人

を目標にしていると書かれているんですけれども、その方たちに定住促

進や子育て支援、大郷町のことをアピールしてもらわないといけないと

思います。やはり、パンフレットを置いている、ホームページに載せて

いる、自由であればなかなか手に取れない、でも、強制的にこういうこ

とがあるんですよ、こういうことができるんですよ、こういうものがあ

るんですよというふうに言うことによって聞く。興味がなかったらまず

ペーパーも取らないので、ペーパーを取っていただくのではなくて、こ

っちからどうですかと提案するのがやはり必要だと思うので、これは早

急に人員を見つけ配置し、大郷町の定住促進につながり、子育て支援も

大郷町は素晴らしいので、住んでいただけるように努力していただきた

いので、もう少し一人でも頑張っていただく、なるべく今いるスタッフ

でも補えるところは補いながらやっていただくような言葉が欲しいので

すが、その辺は来るまでやらないという考えでよろしいでしょうか。 

議長（石川良彦君） 農政商工課長。 

農政商工課長（高橋 優君） お答えいたします。 

    これまで専任ということで置いてはございませんが、レジの担当の方

であったり、その辺、問合せがあった場合については、十分な対応をし

ているところでございますが、最近また来客も多くなりまして、なかな

かレジの担当のほうでの対応も難しくなってきているといったことから、

コンシェルジュ、専任ということで配置するという流れになってござい

ました。今後につきましてもその辺３名ということで募集はしてござい
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ますが、振興公社と協議した中で１名からになるか、２名からになるか

というところはございますが、その辺協議しながら積極的に町のＰＲが

できるように、その辺の協議もしながら進めてまいりたいと思ってござ

います。以上でございます。 

議長（石川良彦君） 吉田耕大議員。 

１番（吉田耕大君） 大郷町で、やはり、これだけ集客数がある事業所だった

りとか、観光所という場所は道の駅以外にはないように僕は思われます。

その中で、それだけ来ている方たちに、なぜ、大郷町をアピールしない

のかと僕は不思議にすごく思っていました。ペーパーを置いている、パ

ンフレットを置いているんだよとか、飾っているんだよと、それを手に

取ってもらわなければ何も進まないように僕は思います。やはり、サー

ビス業というのは、サービスを提供するので、サービスが受けたかった

らどうぞというわけではなく、提供するというのがすごく大切で、そう

いうことをすると、してもらったという感覚に受け止められるので、や

はりこの辺をしっかり早急に対策を打っていただき、この30万人という

すごい人数が１割でも大郷町に居着いていただければ、すごい数になる

と思います。やはりそういうことをしない限り、大郷町に、なかなか定

住しづらいような、難しいような感じも見受けられると思います。やは

り、何かして変わらなければいけない。では、やはり、一番簡単な方法

とすれば、この道の駅を利用させていただいて、言葉は悪いですけれど

も、人を増やすというのは普通の考えになるのかなと僕は思うんですけ

れども、やはり早急に対応していただき、大郷町の定住につながり、大

郷町に人が増えるというような、安易ではありますが、そういう積極的

に大郷町をアピールする、定住促進につながると考えますが、町長の考

えは早急にするのか、それとも待つのか、その辺ちょっとお伺いしたい

と思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 吉田議員のおっしゃっていることは、大変まちづくりの

基本になる部分であります。本来ならとっくに、そのような内容で大郷

町をＰＲする、そのような体制を整えて、もう、その成果が出なくては

ならないということも反省しているところでございますので、おかげさ

まで、道の駅のリニューアル２年目を迎えた先週の土曜、日曜の人出を

見ても、その効果は大きいものだなというふうに考えております。今、

実は、縁も道の駅の組織から来年４月から外れます。本格的な観光事業

としての知識のある人たちがこの事業に参画してまいります。それと併
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せて櫻井家から、あの、築100年の古民家を寄附していただいた、これ

も一つの観光資源として、十分使える内容であるというふうに考えます

ので、道の駅を核とした新たな町の観光事業としての機能を構築してま

いりたいと考えておりますので、もう少し時間をいただきたいというふ

うに思います。特に、議員の勤めている乗馬クラブも一つの観光事業と

しての機能は十分持っているものだというふうに思いますので、道の駅

の再開発と併せて御協力をいただきたいなと思っているところでありま

すので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

議長（石川良彦君） 以上で吉田耕大議員の一般質問を終わります。 

    これで全ての一般質問を終わります。 

                                    

  日程第 ３ 議案第７７号 大郷町議会議員及び大郷町長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の制定につ

いて 

  日程第 ４ 議案第７８号 大郷町農園の管理及び運営に関する条例の制

定について 

  日程第 ５ 議案第７９号 大郷町集合宿泊施設等の設置及び管理に関す

る条例の一部改正について 

  日程第 ６ 議案第８０号 大郷町住民バスの指定管理者の指定について 

  日程第 ７ 議案第８１号 財産の取得について 

  日程第 ８ 議案第８２号 黒川地域行政事務組合規約の変更について 

  日程第 ９ 議案第８３号 黒川地域行政事務組合の財産処分について 

議長（石川良彦君） 次に、日程第３、議案第77号 大郷町議会議員及び大郷

町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について、

日程第４、議案第78号 大郷町農園の管理及び運営に関する条例の制定

について、日程第５、議案第79号 大郷町集合宿泊施設等の設置及び管

理に関する条例の一部改正について、日程第６、議案第80号 大郷町住

民バスの指定管理者の指定について、日程第７、議案第81号 財産の取

得について、日程第８、議案第82号 黒川地域行政事務組合規約の変更

について、日程第９、議案第83号 黒川地域行政事務組合の財産処分に

ついてを一括議題といたします。 

    提出者から提案理由の説明を求めます。 

    まず、議案第77号及び議案第82号について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） それでは、議案第77号の提案理由を申し上げます。 

    議案書の１ページをお開きいただきます。 
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    議案第77号 大郷町議会議員及び大郷町長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する条例の制定について 

    大郷町議会議員及び大郷町長の選挙における選挙運動の公費負担に関

する条例を別紙のとおり制定するものとする。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    ２ページ目を御覧いただきます。 

    初めに本条例の制定理由について申し上げます。 

    公職選挙法の一部を改正する法律が令和２年６月12日に公布され、本

年12月12日から施行されることとなりました。今般の改正法は、町村の

選挙における立候補に係る環境改善のため、選挙公営の対象を市と同様

のものにすることに合わせ、町村議会議員においてもビラ頒布を解禁す

るとともに、公営対象拡大に伴う措置として、供託金制度を導入するこ

とを目的として改正されたものでございます。 

改正法の趣旨に基づき、本条例を制定することによって、町村議会議

員選挙及び町長選挙においても選挙公営の対象とするものでございます。 

    第１条は趣旨を定めるものであり、公職選挙法に基づき大郷町議会議

員及び大郷町長選挙における選挙運動用自動車、選挙運動用ビラ、選挙

運動用ポスターの公費負担に関し必要な事項を定めるとするものでござ

います。 

    第２条は選挙運動用自動車の公費負担を定めるものであり、その上限

額は公職選挙法施行令に規定されている上限単価である日額６万4,500円

とするものでございます。ただし書きの条文につきましては、当該候補

者に係る供託物が法73条第１項の規定により、大郷町に帰属することと

ならない場合に限るとするものでございます。 

    第３条は選挙運動用自動車の使用の契約締結を大郷町選挙管理委員会

に届出をすることを規定するものでございます。 

    第４条は選挙運動用自動車の使用の公費の支払いを定めるものであり、

第１号は一般乗用旅客自動車運送業者との運行契約を、第２号は一般運

送契約以外の契約である場合の規定を整備するものでございます。 

    ４ページを御覧いただきます。 

    第５条は選挙運動用自動車の使用の契約の指定を定めるものであり、

同一の日につき前条の第１号と第２号の契約のいずれもが契約されてい

るときは、当該日についてはいずれか１つとすることを定めるものでご

ざいます。 
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    第６条から第８条については、同じく選挙運動用ビラについて、公費

負担、契約締結の届出、公費の支払いについて定めるものであり、第８

条で規定しているビラ１枚当たりの単価７円51銭は公職選挙法施行令に

規定されている上限単価としております。 

    第９条から第11条は、同じく選挙運動用ポスターの公費負担、契約締

結の届出、公費の支払いなどを定めるものであり、第11条で規定してい

る作成単価525円６銭は、公職選挙法施行令に規定されている上限単価

としており、加算金額については15万5,250円と規定するものでござい

ます。 

    次に６ページをお開きいただきます。 

    第12条は選挙管理委員会への委任規定です。 

附則第１項は施行期日の規定であり、この条例は改正公職選挙法の施

行日である令和２年12月12日施行とするものです。 

附則第２項は適用区分の規定であり、この条例の規定はこの条例の施

行の日以後に告示される選挙から適用するとするものでございます。 

    以上で議案第77号の議案説明を終わります。 

    次に、18ページをお開きいただきます。 

議案第82号 黒川地域行政事務組合規約の変更について 

    地方自治法（昭和22年法律第67号）第286条第１項の規定により、黒川

地域行政事務組合規約（平成３年宮城県（地）指令第111号）を別紙の

とおり変更することについて、同法第290条の規定により議会の議決を

求める。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    別紙を御覧いただきます。 

    まず、今回の改正理由を申し上げます。 

    令和２年度におきまして、本組合の全ての構成市町村に心のケアハウ

スが開設されたことを機に、令和３年度からそれぞれの心のケアハウス

におきまして、本組合の適応指導教室の機能を引き継ぐことになりまし

た。これに伴い、共同処理する一部の事務、適応指導教室の廃止に伴い、

黒川地域行政事務組合規約の変更について、構成市町村のそれぞれの議

会の議決を求めるものでございます。 

    規約第３条は、組合の共同処理に関する事務を定めたものですが、条

文中第13号適応指導教室の運営に関することを削除するものです。 

次に、規約第16条につきましては、経費の支弁方法を定めた条文中、
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第６号及び別表第１から適応指導教室に関する規定を削除するものでご

ざいます。 

附則といたしまして、この規約は令和３年４月１日から施行するもの

でございます。 

以上、議案第77号及び第82号につきまして、よろしく御審議の上御可

決賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第77号及び議案第82号について説明を終わり

ます。 

    次に、議案第78号及び議案第79号について説明を求めます。農政商工

課長。 

農政商工課長（高橋 優君） それでは、議案第78号につきまして提案理由の

御説明を申し上げます。 

    議案書７ページをお開きください。 

    議案第78号 大郷町農園の設置及び管理に関する条例の制定について 

    大郷町農園の設置及び管理に関する条例を別紙のとおり制定するもの

とする。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    ８ページ、別紙を御覧ください。 

    初めに本条例の制定理由につきまして申し上げます。 

    都市住民に農作業の体験の場を提供し、都市での生活から離れ、地方

で豊かな自然と美しい集落環境の中で、農作物の栽培を通して健康でゆ

とりのある生活の実現を図り、広く農業体験と憩いの場を提供すること

により、都市と農村との交流と移住定住の促進、農業の振興とまちづく

りに寄与する農園を設置及び管理するため、必要な事項について本条例

を制定するものでございます。 

本文中、第１条及び第２条につきましては、ただいま申し上げました

とおり、この条例の趣旨及び設置について規定するものでございます。 

    第２条第２項、農園の名称及び位置ということで、10ページ別表を御

覧ください。農園の名称につきましては、大郷町ふれあい農園、位置は

大郷町羽生字袖原、遠原地内でございます。 

ページ戻りまして、第３条につきましては、設置する農園において取

り組む事業内容について各号で規定してございます。 

    続いて第４条から第７条につきましては、農園の利用に当たっての利

用許可、遵守事項、利用期間、利用料について規定するもので、第６条、
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第７条における利用期間、利用料につきましては、再度10ページの別表

を御覧ください。１区画面積を100平米、利用期間を４月から３月、利

用料は１区画の年額上限が30万円、下限が２万円と規定してございます。 

ページ戻りまして９ページ、第８条につきましては、利用者の故意及

び過失による農園施設等の棄損、亡失の場合の損害賠償について規定し

てございます。 

    第９条につきましては、農園の作業的な管理を公共的団体に委託する

場合の規定となっており、第10条から第13条につきましては、指定管理

として運営から管理まで全てを委託する場合を想定した規定となってご

ざいます。 

    第14条につきましては、条例で定めるもの以外の必要な事項を規則で

定めることとしております。 

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものとしてご

ざいます。 

    以上、議案第78号についての提案理由の説明といたします。 

    続きまして、議案第79号、議案書の11ページをお開きください。 

議案第79号 大郷町集合宿泊施設等の設置及び管理に関する条例の一

部改正について。 

    大郷町集合宿泊施設等の設置及び管理に関する条例（平成17年大郷町

条例第19号）の一部を別紙のとおり改正するものとする。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    12ページ、別紙を御覧ください。 

    大郷町集合宿泊施設等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例。 

大郷町集合宿泊施設等の設置及び管理に関する条例（平成17年大郷町

条例第19号）の一部を次のように改正する。 

    別表を次のように改めます。 

初めに、本条例の改正理由を申し上げます。 

大郷町集合宿泊施設の対象施設であるパストラル縁の郷において、こ

れまで農業体験、宿泊事業、農園貸付け事業、レストラン事業等を実施

してきたところでございますが、来年度に向けた全体の運営方針の見直

し及び新たな事業を展開する中で、農園貸付け事業及び宿泊事業におい

て、事業内容を見直し、その計画に見合った料金設定をすることで、健

全な財務運営を行うことを目的として、一部改正するものでございます。 
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第９条、利用料金に係る別表を御覧ください。 

別表中、改正した主な事項としましては、ホリデー会員を個人会員と

し、利用料金欄にある年会費欄を区分として仕分けし、それぞれの利用

料金を上限額、下限額及び単位を改正したものでございます。 

改正内容につきましては、区分欄の集合宿泊施設の改正前、ホリデー

会員とあったものから個人会員に改正し、利用料金で年会費として設定

していたものを削除し、１室当たりの上限額8,000円を１名当たりの上

限額を２万円に改正し、同じく法人会員の年会費として設定していたも

のを削除し、１室当たりの上限額8,000円、下限額4,000円だったものを

１名当たりの上限額２万円、下限額3,000円に改正するものでございま

す。さらに一般大人の利用料金、１泊当たりの上限額8,000円、下限額

3,000円を１名当たりの上限額２万円、下限額3,000円に改正し、一般子

供の利用料金、１泊当たりの上限額5,000円、下限額2,000円を１名当た

りの上限額２万円、下限額2,000円に改正し、やすらぎ市民農園及び市

民農園の区分、ホリデー会員または法人会員を個人会員または法人会員

に、使用基準に１区画当たりを加え、年会費として集合宿泊施設年会費

に含む（１区画）とあったものを、それぞれ上限額を30万円、下限額を

２万円に改正するものでございます。 

附則といたしまして、この条例は令和３年４月１日から施行するもの

としてございます。 

以上、議案第78号及び第79号についての提案理由の説明といたします。

よろしく御審議の上御可決賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第78号及び議案第79号について説明を終わり

ます。 

    次に、議案第80号について説明を求めます。まちづくり政策課長。 

まちづくり政策課長（伊藤義継君） それでは、議案第80号につきまして提案

理由の説明を申し上げます。 

    議案書15ページを御覧願います。 

    議案第80号 大郷町住民バスの指定管理者の指定について 

    地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項の規定により、

次のとおり大郷町住民バスの指定管理者を指定したいので、同条第６項

及び大郷町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成

17年大郷町条例第３号）第４条の規定により、議会の議決を求める。 

    記。 

１ 指定管理者を指定する公の施設。大郷町住民バス。 



―８４― 

２ 指定管理者の所在地及び名称。宮城県黒川郡大郷町中村字北浦51番 

地の６。株式会社おおさと地域振興公社。 

    ３ 指定の期間。令和３年４月１日から令和６年３月31日まで。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の指定管理者の指定につきましては、大郷町住民バスの指定管理

者の指定期間が、来年、令和３年３月31日をもって期間満了となること

から、改めて指定管理者の指定について議会の議決を求めるものでござ

います。 

    施設の概要につきましては、住民バスの管理及び運行に関わる車両と

車庫、停留所の各施設となるものでございます。 

    指定管理者が行う業務については、町指定の路線及び時刻表に基づく

住民バスの運行とそのための車両管理、並びに車庫とバス停留所の維持

管理の各業務となるものでございます。 

    今回の指定管理者の指定に関する経緯につきましては、10月19日に住

民バスの管理運営に関する仕様を決定するとともに、次期指定管理者候

補者を公募の手続によらず、現指定管理者の株式会社おおさと地域振興

公社といたしました。公募によらない理由につきましては、大郷町の公

の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第２条のただし書き

規定及び大郷町の公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

施行規則第２条により、現指定管理者の３年間の実績などを踏まえ判断

したものでございます。その後、株式会社おおさと地域振興公社から提

出されました申請書を基に、指定管理者選考委員会における審議の結果、

指定管理者として適正との答申を得たことから、次期指定管理者を株式

会社おおさと地域振興公社としたものでございます。 

    以上で大郷町住民バスの指定管理者の指定についての提案理由の説明

を終わります。御審議の上御可決賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第80号について説明を終わります。 

    次に、議案第81号について説明を求めます。財政課長。 

財政課長（熊谷有司君） それでは、議案第81号につきまして提案理由の説明

を申し上げます。 

    議案書16ページをお開き願います。 

    議案第81号 財産の取得について 

    次のとおり財産を取得したいので、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第96条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は
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処分に関する条例（昭和39年大郷町条例第８号）第３条の規定により、

議会の議決を求める。 

    記。 

    １ 財産の種類。不動産（土地）。 

    ２ 所在地等。別紙のとおりでございまして、次ページ17ページをお開

きいただきたいと思いますが、土地の所在地、地目、地積でございます

が、所在地が大郷町中村字６番ほか２筆でございまして、地積の合計が

6,968.34平方メートルとなってございます。 

    ３ 取得の目的。災害公営住宅並びに分譲地等用地でございます。 

    ４ 取得価格。一金3,911万2,344円です。 

    ５ 取得の相手方。富谷市あけの平３丁目15番地12、櫻井公一（持ち分

４分の１）。宮城郡七ヶ浜町汐見台２丁目２番地６、櫻井 修（持ち分

４分の１）。仙台市青葉区南吉成５丁目12番地の３、桜井重行（持ち分

４分の１）。仙台市泉区北中山３丁目６番地の６、櫻井 勝（持ち分４

分の１）。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    議案第81号につきましては、災害公営住宅並びに分譲地等用地の財産

の取得契約に当たり、取得価格が700万円以上で土地の面積が5,000平方

メートル以上となりますことから、地方自治法並びに条例の定めるとこ

ろにより、議会の議決を求めるものでございます。本件につきましては、

災害公営住宅並びに分譲地等用地の土地を取得するものでございまして、

取得面積が6,968.34平方メートル、取得価格が3,911万2,344円とする土

地売買仮契約書を令和２年11月24日付で締結したところでございます。 

    以上で議案第81号の提案理由の説明を終わります。御審議の上御可決

賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第81号について説明を終わります。 

    次に、議案第83号について説明を求めます。学校教育課長。 

学校教育課長（菅野直人君） 議案第83号の提案理由を御説明申し上げます。 

    議案書20ページをお開きください。 

    議案第83号 黒川地域行政事務組合の財産処分について 

    地方自治法（昭和22年法律第67号）第289条の規定に基づき黒川地域行

政事務組合の共同処理する事務の一部廃止に伴う財産処分に関し、別紙

のとおり関係市町村の協議により定めることについて、同法第290条の

規定により、議会の議決を求める。 
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    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の財産処分につきましては、議案第82号に関するもので、黒川地

域行政事務組合で運営しております黒川地域内の不登校傾向にある児童

生徒が通所する適応指導教室、黒川けやき教室の廃止に伴うものです。

令和２年度に構成市町村全てに心のケアハウスが開設されたことにより、

当該教室のある建物を総合的な教育施設として活用を検討している富谷

市からの要望を受けて、黒川けやき教室の機能を各市町村のケアハウス

が引継ぎ、廃止することが当組合理事会及び教育委員会において合意形

成されております。 

21ページを御覧ください。 

    財産処分に関する協議書になります。 

第１条、目的では、財産処分について必要な事項を定めることとし、

第２条、組合の財産では、処分する財産を物品及び事務用品としており

ます。第３条、処分の方法では、処分する方法を別表で定めることとし

ており、第４条、処分年月日では処分日を令和３年４月１日としており

ます。また、第５条、その他では疑義が生じた場合は、その都度関係市

町村で協議することとしており、構成市町村の議会で可決後に締結を予

定している協議書になります。 

22ページを御覧ください。 

    協議書の３条で定めた処分する財産の一覧になります。今回の財産処

分では、組合の財産として当組合の他部門で必要な物を配置換えした後、

残りの物品及び事務用品を富谷市に譲与するものです。富谷市に譲与す

る理由としましては、これまで富谷市の施設を借用していたこと、当該

財産が今後も富谷市の総合的な教育施設で行われる心のケアハウス事業

で引き続き使用されること、富谷市は児童生徒が多く、黒川けやき教室

に対する負担金の割合が最も高いことによるものでございます。 

本件について、御審議の上御可決賜りますようお願い申し上げ、説明

といたします。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第83号について説明を終わります。 

ここで、昼食のため、休憩といたします。再開は午後１時15分といた

します。 

午 前１１時５７分  休 憩 

午 後 １時１５分  開 議 

議長（石川良彦君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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日程第１０ 議案第８４号 令和２年度大郷町一般会計補正予算（第７号） 

 日程第１１ 議案第８５号 令和２年度大郷町国民健康保険特別会計補正

予算（第３号） 

  日程第１２ 議案第８６号 令和２年度大郷町介護保険特別会計補正予算

（第２号） 

  日程第１３ 議案第８７号 令和２年度大郷町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号） 

  日程第１４ 議案第８８号 令和２年度大郷町下水道事業特別会計補正予

算（第２号） 

  日程第１５ 議案第８９号 令和２年度大郷町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第２号） 

  日程第１６ 議案第９０号 令和２年度大郷町戸別合併処理浄化槽特別会

計補正予算（第２号） 

  日程第１７ 議案第９１号 令和２年度大郷町宅地分譲事業特別会計補正

予算（第３号） 

  日程第１８ 議案第９２号 令和２年度大郷町水道事業会計補正予算（第

４号） 

議長（石川良彦君） 日程第10、議案第84号 令和２年度大郷町一般会計補正

予算（第７号）、日程第11、議案第85号 令和２年度大郷町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）、日程第12、議案第86号 令和２年度大

郷町介護保険特別会計補正予算（第２号）、日程第13、議案第87号 令

和２年度大郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、日程第14、

議案第88号 令和２年度大郷町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、

日程第15、議案第89号 令和２年度大郷町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第２号）、日程第16、議案第90号 令和２年度大郷町戸別合併

処理浄化槽特別会計補正予算（第２号）、日程第17、議案第91号 令和

２年度大郷町宅地分譲事業特別会計補正予算（第３号）、日程第18、議

案第92号 令和２年度大郷町水道事業会計補正予算（第４号）を一括議

題といたします。 

    提出者から提案理由の説明を求めます。まず議案第84号について説明

を求めます。財政課長。 

財政課長（熊谷有司君） それでは、議案第84号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

    補正予算書２ページをお開き願います。 
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    議案第84号 令和２度大郷町一般会計補正予算（第７号） 

    令和２年度大郷町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ4,077万

1,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ64億6,937万

円とする。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」に

よる。 

    （債務負担行為の補正） 

    第２条 既定の債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」

による。 

    （地方債の補正） 

    第３条 既定の地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正予算の概要につきまして御説明を申し上げます。 

    今回の補正予算ですが、昨年の台風19号により被災しました町道等の

公共土木施設、農業施設等の災害復旧工事、本年４月より開園しました

認定こども園等の保育事業負担金、役場庁舎建設基金の増額、パストラ

ル縁の郷でのテレワーク事業や農泊推進事業等の新たな事業の取組等に

向けた施設の環境整備工事や施設備品等の購入、文化会館及びフラップ

大郷21の施設修繕工事の増額、本年度の事業費確定見込みによる町道改

良舗装工事及び町営住宅解体工事等の調整、国家公務員に対する人事院

勧告に準拠した期末手当の調整等に係る所要の予算について計上したも

のでございます。 

    歳入におきましては、留保しておりました普通交付税、国・県補助等

の特定財源、会社個人等からの災害対策支援金、町債を計上したほか、

公共施設整備基金と財政調整基金において財源調整をしたものでござい

ます。 

    続きまして、３ページをお開き願います。 

    第１表歳入歳出予算補正により、款項ごとに内容を説明いたします。 

    まず、歳入でございます。 

    第11款地方交付税第１項地方交付税5,623万3,000円の増額補正です。



―８９― 

本年度の普通交付税の交付決定額は13億3,429万4,000円で、前年比

3,883万円の増となってございます。 

第13款分担金及び負担金第１項負担金47万6,000円の増額補正です。

措置入所者の増に伴う老人保護措置費用徴収金の増によるものでござい

ます。第２項分担金４万円の増額補正です。昨年の台風19号により被災

した農地の災害復旧工事受益者分担金の増によるものでございます。 

第14款使用料及び手数料第１項使用料15万円の減額補正です。海洋セ

ンタープール使用料の調整によるものでございます。 

    第15款国庫支出金第１項国庫負担金3,128万7,000円の増額補正です。

本年４月より開園した認定こども園等の子供のための教育・保育給付費

負担金並びに利用者増による障害児通所給付費負担金の増等によるもの

でございます。第２項国庫補助金7,993万7,000円の減額補正です。町営

住宅解体工事及び新築工事、町道改良舗装工事等の事業費確定見込みに

よる社会資本整備総合交付金の調整、新型コロナウイルス感染症対策と

しての特別定額給付金事業の確定による調整などによるものでございま

す。 

    第16款県支出金第１項県負担金1,540万1,000円の増額補正です。本年

４月より開園した認定こども園等の子供のための教育・保育給付費負担

金並びに利用者増等による障害児通所給付費負担金の増などによるもの

でございます。第２項県補助金31万5,000円の減額補正です。ホース乾

燥棟新設工事の事業費確定による市町村振興総合補助金の調整、小中学

校校舎の消毒作業のための教育支援体制整備事業費補助金の増などによ

るものでございます。第３項県支出金１万6,000円の増額補正です。各

種統計調査並びに人権啓発活動地方委託事業の調整によるものでござい

ます。 

    第17款財産収入第１項財産運用収入２万5,000円の増額補正です。公共

施設整備基金利子の増によるものでございます。 

    第18款寄附金第１項寄附金４万6,000円の減額補正です。一般寄付金の

増、ホース乾燥棟事業費の確定による消防費寄附金の調整によるもので

ございます。 

    第19款繰入金第１項基金繰入金938万3,000円の増額補正です。財源調

整としての財政調整基金、公共施設整備基金、未来づくり基金、東日本

大震災復興基金、復興交付金基金繰入金の調整によるものでございます。 

    第21款諸収入第５項雑入108万4,000円の減額補正です。災害対策支援

金の増、各種受診自己負担並びに学校給食費の調整によるものでござい
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ます。 

    第22款町債第１項町債7,210万円の減額補正です。昨年の台風19号で被

災した公共土木施設等の災害復旧事業債の増及び町道改良舗装工事並び

に町営住宅解体工事費の事業費確定見込みによる土木債の調整などによ

るものでございます。 

    歳入補正額合計4,077万1,000円の減額補正でございます。 

    続きまして、４ページでございます。 

    歳出です。 

    第１款議会費第１項議会費31万9,000円の減額補正です。議員期末手当

並びに職員の人件費の調整などによるものでございます。 

    第２款総務費第１項総務管理費4,037万円の増額補正です。人件費の調

整、庁舎建設基金の増額、役場庁舎空調機改修工事の確定見込みによる

調整、役場地下オイルタンク撤去工事、所有財産敷地支障木伐採業務、

老朽化による旧山中教員住宅解体撤去工事、ため池改修工事、新型コロ

ナウイルス感染症対策としての特別定額給付金事業完了による調整が主

なものでございます。第２項徴税費118万3,000円の増額補正です。人件

費の調整、徴税過誤納還付金の増などによるものでございます。第３項

戸籍住民基本台帳費２万1,000円の増額補正です。人件費の調整などに

よるものでございます。第４項選挙費３万1,000円の増額補正です。需

用費の調整によるものでございます。第５項統計調査費19万9,000円の

減額補正です。各種統計調査の調整によるものでございます。第６項監

査委員費47万4,000円の減額補正です。新型コロナウイルス感染症対策

のため事業中止による調整でございます。 

    第３款民生費第１項社会福祉費621万1,000円の増額補正です。人件費

の調整、国保会計、後期高齢者医療特別会計繰り出し、敬老会終了によ

る調整、ふれあいの家補修工事の増等が主なものでございます。第２項

児童福祉費5,779万円の増額補正です。本年４月より開園した認定こど

も園等の保育事業負担金の調整、利用者の増等による障害児通所給付費

の増などによるものでございます。第３項災害救助費247万3,000円の増

額補正です。昨年の台風19号により交付を受けた災害救助費について、

精算監査により減額となったことに伴う返還金の増によるものでござい

ます。 

    第４款衛生費第１項保健衛生費473万4,000円の増額補正です。人事異

動等に伴う人件費の調整、インフルエンザ等予防接種業務の増、各種検

診終了に伴う調整、戸別合併処理浄化槽特別会計繰出金の調整が主なも
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のでございます。 

    第５款農林水産業費第１項農業費1,969万円の増額補正です。人件費の

調整、山崎地区の圃場を30アール区画から90アール区画に改善する事業

補助、パストラル縁の郷でのテレワーク事業や農泊推進事業等の新たな

事業の取組等に向けた施設の環境整備工事や施設備品等の購入、農業集

落排水事業特別会計繰出金の調整が主なものでございます。 

    第６款商工費第１項商工費3,982万4,000円の減額補正です。人件費の

調整、新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金並びに事業継続支援交

付金の確定見込みによる調整が主なものでございます。 

    第７款土木費第１項土木管理費413万9,000円の減額補正です。人件費

の調整によるものでございます。第２項道路橋梁費7,266万9,000円の減

額補正です。町道測量設計業務、改良舗装工事等の調整、側溝整備工事

の増が主なものでございます。第４項住宅費9,857万2,000円の減額補正

です。町営解体工事、解体工事管理業務の調整が主なものでございます。 

第５項都市計画費503万円の増額補正です。下水道事業、宅地分譲事業

特別会計への繰出金の調整のほか、申請増による住宅リフォーム助成金

の増が主なものでございます。 

    次ページ５ページをお開き願います。 

    第８款消防費第１項消防費528万3,000円の減額補正です。ホース乾燥

棟新設工事並びに消火栓設置工事負担金の確定等による調整が主なもの

でございます。 

    第９款教育費第１項教育総務費31万9,000円の減額補正です。人件費の

調整、ＡＬＴの交代がなかったことによる調整が主なものでございます。 

第２項小学校費７万7,000円の減額補正です。プール監視員報酬の調整、

感染症対策としての教材備品購入が主なものでございます。第３項中学

校費228万円の増額補正です。来年度改定に伴う教員用教科書、指導書

購入、中学校施設修繕が主なものでございます。第４項社会教育費473万

9,000円の増額補正です。人件費の調整、各種団体補助金の調整、フラ

ップ大郷21、文化会館施設修繕工事が主なものでございます。第５項保

健体育費1,081万2,000円の減額補正です。人件費の調整、感染症対策と

してスポーツ大会、スポーツ教室の中止による調整、学校給食費助成金

並びに秋祭り実行委員会補助金の調整が主なものでございます。 

    第10款災害復旧費第１項東日本大震災災害復旧費12万2,000円の増額

補正です。本年度末で復興交付金事業が終了するため、基金残を国へ返

還するものでございます。第２項公共土木施設災害復旧費827万3,000円
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の増額補正です。昨年の台風19号により被災した町道の災害復旧工事の

増でございます。第３項農林水産施設災害復旧費3,231万円の増額補正

です。こちらも昨年の台風19号により被災した農地、農業施設の災害復

旧工事の増でございます。第５項公共施設災害復旧費792万3,000円の増

額補正です。昨年の台風19号により被災した赤道等の災害復旧工事の増

でございます。 

第11款公債費第１項公債費126万4,000円の減額補正でございます。起

債の借換えに伴い、利率見直しによる調整でございます。 

    歳出補正額合計4,077万1,000円の減額補正でございます。 

    以上、補正前の予算額65億1,014万1,000円から歳入歳出とも4,077万

1,000円を減額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ64億6,937万円と

するものでございます。 

    続きまして、６ページの第２表債務負担行為補正につきまして御説明

をいたします。 

    今回の補正は、債務負担行為の追加13件でございます。 

    １ 追加、事項、期間、限度額の順に御説明をいたします。 

    １ 令和３年度大郷町議会広報印刷業務で、設定期間は令和２年度か

ら３年度までで、限度額を105万1,000円とするものでございます。次年

度当初からの業務の円滑な執行のため、年度内に契約を行う必要がある

ことから、債務負担行為を設定するものでございます。 

    ２ 令和３年度広報おおさと印刷業務、設定期間は令和２年度から３

年度までで、限度額は268万でございます。議会広報と同様に、次年度

当初からの業務の円滑な執行のため、債務負担行為を設定するものでご

ざいます。 

    ３ ふるさと納税委託業務、設定期間は令和２年度から３年度までで、

限度額、ふるさと納税額の12.1％以内の額とするものでございます。イ

ンターネットを利用した専用サイトの構築及び御礼品に関する業務を一

括して委託するものでございまして、次年度当初からの業務の円滑な執

行のため、債務負担行為を設定するものでございます。 

    ４ 令和３年度自家用電気工作物保安管理業務です。設定期間は令和

２年度から３年度までで、限度額188万9,000円でございます。役場庁舎、

小中学校、体育施設等、全12カ所について電気事業法第38条において定

める自家用電気工作物の適切な維持管理及び同法に規定する保安管理規

定の制定、届け出等の業務を委託するものであり、次年度当初からの管

理業務の円滑な執行のため年度内に契約を行う必要があることから、債
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務負担行為を設定するものでございます。 

    ５ ふれあい号運行管理業務、設定期間は令和２年度から３年度まで

で、限度額727万7,000円とするものでございます。現契約の満了により、

次年度当初から円滑に執行するために債務負担行為を設定するものでご

ざいます。 

    ６ 健康管理システム保守業務です。設定期間は令和２年度から５年

度までで、限度額を277万2,000円とするものでございます。次年度当初

から円滑に執行するため債務負担行為を設定するものでございます。 

７ 保健センター電話交換機設備賃貸借です。設定期間は令和２年度

から７年度までで、限度額64万円でございます。保健センターへのオフ

ィステレフォン導入に当たり、60カ月の賃貸借とするため、債務負担行

為を設定するものでございます。 

    ８ 町道緊急維持工事、設定期間は令和２年度から３年度までで、限

度額1,496万円です。現契約の満了により、次年度当初から円滑に執行

するため債務負担行為を設定するものでございます。 

    ９ 公共自動積算システム賃貸借、設定期間は令和２年度から７年度

までで、限度額280万5,000円でございます。現契約の満了により次年度

当初から円滑に執行するため、債務負担行為を設定するものでございま

す。 

    10 校務支援システム賃貸借（小学校）でございまして、設定期間は

令和２年度から５年度まで、限度額265万5,000円でございます。現契約

の満了により次年度当初から円滑に執行するため債務負担行為を設定す

るものでございます。 

    11 大郷小学校学校業務員業務、設定期間は令和２年度から５年度ま

でで、限度額989万1,000円でございます。現契約の満了により次年度当

初から円滑に執行するため、債務負担行為を設定するものでございます。 

    12 校務支援システム賃貸借（中学校）です。設定期間は令和２年度

から５年度までで、限度額265万5,000円でございます。現契約の満了に

より次年度当初から円滑に執行するために、債務負担行為を設定するも

のでございます。 

    13 大郷中学校学校業務員業務、設定期間は令和２年度から５年度ま

でで、限度額1,020万6,000円でございます。現契約の満了により次年度

当初から円滑に執行するために、債務負担行為を設定するものでござい

ます。 

    続きまして、７ページの第３表地方債補正について御説明いたします。 
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    第３表地方債補正です。変更６件でございまして、起債の目的、補正

前、補正後の順で御説明をいたします。 

    １ 道路等整備事業です。町道改良舗装工事、測量設計業務の事業費

確定見込みにより、限度額を3,960万円から630万円に変更するものでご

ざいます。起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同様でございます。 

２ 公営住宅建設等事業です。町営住宅解体工事、監理業務等の事業

費確定見込みにより、限度額を１億5,600万円から5,580万円に変更する

ものでございます。起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同様でご

ざいます。 

３ 学校教育施設等整備事業です。校内通信ネットワーク整備事業等

の事業費の確定見込みにより、限度額を１億130万円から7,400万円に変

更するものでございます。起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同

様でございます。 

４ 公共土木施設災害復旧事業。昨年の台風19号により被災した町道

等の公共土木施設災害復旧工事の増により、限度額を2,860万円から

3,680万円に変更するものでございます。起債の方法、利率、償還の方

法は補正前と同様でございます。 

５ 農林水産施設災害復旧事業。昨年の台風19号により被災した農地、

農業施設災害復旧工事の増により、限度額を7,810万円から１億30万円

に変更するものでございます。起債の方法、利率、償還の方法は補正前

と同様でございます。 

６ 公共施設災害復旧事業。昨年の台風19号により被災した赤道等の

公共施設災害復旧工事の増により、限度額を3,770万円から4,560万円に

変更するものでございます。起債の方法、利率、償還の方法は補正前と

同様でございます。 

    一般会計補正予算につきましては、以上の内容でございます。 

    以上で議案第84号の提案理由の説明を終わります。 

    次ページ以降の事項別明細書を御覧いただきまして、御審議の上、御

可決賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第84号について説明を終わります。 

    次に、議案第85号及び議案第87号について説明を求めます。町民課長。 

町民課長（千葉 昭君） それでは、議案第85号につきまして提案理由の説明

を申し上げます。 

    補正予算書の44ページをお開きください。 

    議案第85号 令和２年度大郷町国民健康保険特別会計補正予算（第３
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号） 

    令和２年度大郷町の国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次

に定めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ435万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億5,980万1,000円とす

る。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正は、歳入では事務費分としての一般会計繰入金、歳出では

国保連合会と連携するパソコンのシステム改修業務が主な内容で、財源

を一般会計からの繰入金で調整したものでございます。 

    補正予算書の45ページをお開き願います。 

    第１表歳入歳出予算補正。 

    まず歳入でございます。 

    第３款県支出金第１項県補助金の補正額は180万円の増額で、遡って資

格を取得した者に係る療養費として、保険者間調整を行ったことによる

普通交付金の増額です。 

    第５款繰入金第１項他会計繰入金の補正額は454万5,000円の増額で、

保険税軽減額相当分と保険者支援分として一般会計から繰り入れるもの

でございます。同じく第２項基金繰入金の補正額は199万5,000円の減額

で、財源調整によるものでございます。 

    以上、歳入合計435万円の増額補正でございます。 

    続きまして、歳出でございます。 

    第１款総務費第１項総務管理費の補正額は231万円の増額で、令和３年

１月に施行される税制改正に伴う国保システムの改修費用でございます。 

 第２款保険給付費第１項療養諸費の補正額は180万円の増額で、過去

に遡って資格を取得した世帯について、保険者間調整として支払う療養

費でございます。 

第５款保険事業費第１項特定健康診査等事業費の補正額は24万円の増

額で、動機付け支援、積極的支援、検診時の面談に係る費用でございま

す。 
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    以上、歳出合計435万円の増額補正でございます。 

    補正前の予算額９億5,545万1,000円に歳入歳出それぞれ435万円を追加

し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ９億5,980万1,000円とするもの

でございます。 

    以上で議案第85号の説明を終わります。 

    続きまして、議案第87号の提案理由の御説明を申し上げます。 

    58ページをお開きください。 

    議案第87号 令和２年度大郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

    令和２年度大郷町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ205万

5,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ8,269万

3,000円とする。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正は、歳入では事務費分としての一般会計繰入金、歳出では

後期高齢者医療広域連合への納付金の減によるものでございます。 

    59ページをお開きください。 

    第１表歳入歳出予算補正。 

    まず、歳入でございます。 

    第３款繰入金第１項一般会計繰入金の補正額は244万6,000円の減額

で、保険料軽減分に係る一般会計からの保険基盤安定繰入金の減額によ

るものでございます。 

    第６款国庫支出金第１項国庫補助金の補正額は39万1,000円の増額で、

後期高齢者医療システムの改修に係る補助金として、国から交付される

ものでございます。 

    以上、歳入合計205万5,000円の減額補正でございます。 

    続きまして、歳出でございます。 

    第１款総務費第１項総務管理費の補正額は56万9,000円の減額で、後期

高齢者医療システムの改修に関わるもので、改修内容の変更により減額
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になるものでございます。 

第２款後期高齢者医療広域連合納付金第１項後期高齢者医療広域連合

納付金の補正額は148万6,000円の減額で、広域連合へ納付する保険料で

保険基盤安定負担金の確定によるものでございます。 

    以上、歳出合計205万5,000円の減額補正でございます。 

    補正前の予算額8,474万8,000円に歳入歳出それぞれ205万5,000円を減

額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ8,269万3,000円とするもので

ございます。 

以上で議案第87号の説明を終わります。 

    ただいまご説明いたしました議案第85号 国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）、議案第87号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）につきまして、それぞれの事項別明細書を御覧いただき、御審議の

上、御可決賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第85号及び議案第87号について説明を終わり

ます。 

    次に、議案第86号について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（鎌田光一君） それでは、補正予算書51ページをお開きいただ

きたいと思います。 

介護保険特別会計の２号補正につきまして提案理由を御説明申し上げ

ます。 

    議案第86号 令和２年度大郷町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

    令和２年度大郷町の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ275万1,000円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ10億4,129万7,000円

とする。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正予算につきましては、令和３年度介護保険制度改正対応の

システム改修及び成年後見人制度市町村長申立て事案に要する経費につ

いて計上したもので、歳入につきましてはそれに伴う国、県補助金及び
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一般会計繰入金、前年度繰越金で、財源充当を図ったものでございます。 

    それでは52ページの第１表歳入歳出予算補正によりまして、款項ごと

に内容を御説明いたします。 

    まず歳入でございます。 

    第４款国庫支出金第２項国庫補助金88万5,000円の増は、地域支援事業

による成年後見人制度市町村長申立て事案に要する経費の補助及び令和

３年度介護保険制度改正対応のシステム改修に要する経費の補助金でご

ざいます。 

    第５款県支出金第２項県補助金3,000円の増につきましては、国同様成

年後見人制度市町村長申立て事案に要する経費の補助金でございます。 

    第７款繰入金第１項一般会計繰入金186万2,000円の増は、介護保険制

度改正対応のシステム改修に要する経費の補助金残についての事務費繰

入金が主なものでございます。 

    第８款繰越金第１項繰越金1,000円の増は、前年度繰越金でございます。 

    なお、繰越金につきましてはその一部を留保しております。 

    以上、歳入補正額の合計が275万1,000円でございます。 

    53ページになります。 

歳出でございます。 

    第１款総務費第１項総務管理費273万9,000円の増は、令和３年度介護

保険制度改正対応のシステム改修に要する経費の計上でございます。 

第３款地域支援事業費第３項包括的支援事業・任意事業費１万2,000円

の増につきましては、成年後見人制度市町村長申立て事案に要する経費

でございます。 

    歳出補正額合計275万1,000円、以上補正前の予算額10億3,854万

6,000円に歳入歳出それぞれ275万1,000円を追加し、補正後の予算額を

歳入歳出それぞれ10億4,129万7,000円とするものでございます。 

    介護保険特別会計の補正予算につきましては、以上の内容でございま

す。 

    次ページ以降の事項別明細書を御覧いただきまして、御審議の上、御

可決賜りますようお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第86号について説明を終わります。 

    次に、議案第88号及び議案第89号、議案第90号、議案第92号について

説明を求めます。地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） それでは、議案第88号につきまして提案理由を

御説明申し上げます。 
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    補正予算書の65ページをお開き願います。 

    議案第88号 令和２年度大郷町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

    令和２年度大郷町の下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ85万

3,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億3,933万

4,000円とする。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

    （債務負担行為の補正） 

    第２条 既定の債務負担行為の追加及び変更は、「第２表 債務負担行

為補正」による。 

    （地方債の補正） 

    第３条 既定の地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正につきましては、歳入は繰入金、雑入、町債、歳出は職員

人件費や消耗品、委託料などの管理費の補正を計上しております。 

    次ページをお開き願います。 

    第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

    まず、歳入です。 

    第４款繰入金第１項他会計繰入金５万3,000円の減額は、財源調整によ

り一般会計からの繰入金を減額するものです。 

第６款諸収入第１項雑入20万円の減額は、下水道フェア中止に伴い、

下水道公社市町村支援助成金を減額するものです。 

第７款町債第１項町債60万円の減額は、公営企業会計適用業務委託料

の確定により、下水道事業債を減額するものです。 

歳入合計で85万3,000円を減額し、２億3,933万4,000円とするもので

す。 

    次ページになります。 

    歳出です。 

    第１款下水道事業費第１項下水道管理費85万3,000円の減額は、職員人

件費の調整、業務委託料の確定による減額、下水道フェア中止に伴う消
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耗品などの購入費の減額によるものです。 

    歳出合計で85万3,000円を減額し、２億3,933万4,000円とするものです。 

    次ページをお開き願います。 

    第２表債務負担行為の補正です。 

    まず追加でございます。 

事項１ 令和３年度公共下水道マンホールポンプ点検清掃業務につい

て、期間を令和２年度から令和３年度まで定め、限度額を1,240万円と

するものです。公共下水道マンホールポンプ点検清掃業務が今年度で委

託期間が終了するため、令和３年度当初からの業務について債務負担行

為を設定し、点検清掃を行うものです。 

事項２ 工事費等積算システム賃貸借について、期間を令和２年度か

ら令和７年度までとし、限度額を341万5,000円とするものです。公共工

事等の積算システムについて、今年度で賃貸借期間が終了するため、令

和３年度当初からの業務について債務負担行為を設定し、積算システム

の賃貸借を行うものです。 

続きまして変更になります。 

事項１ 公営企業会計適用業務について、委託業務費の確定により補

正前の限度額を2,020万円から1,329万1,000円に変更するものです。期

間については、変更はございません。 

次ページになります。 

第３表地方債の補正です。 

変更になります。 

起債の目的である公営企業会計適用事業について、事業費の確定によ

り、限度額を280万円から220万円に変更するものです。起債の方法、利

率、償還の方法については変更ございません。 

    以上で令和２年度大郷町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の説

明を終わります。 

    続きまして、80ページをお開き願います。 

    議案第89号につきまして、提案理由を御説明申し上げます。 

議案第89号 令和２年度大郷町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第２号） 

    令和２年度大郷町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ521万8,000円
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を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6,547万3,000円とす

る。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

    （債務負担行為の補正） 

    第２条 既定の債務負担行為の追加及び変更は、「第２表 債務負担行

為補正」による。 

    （地方債の補正） 

    第３条 既定の地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正につきましては、歳入は繰入金、町債、歳出は職員の人件

費や役務費、委託料などの管理費の補正を計上しております。 

    次ページをお開き願います。 

    第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

    まず、歳入です。 

    第４款繰入金第１項他会計繰入金571万8,000円の増額は、財源調整の

ため一般会計からの繰入金を増額するものです。 

    第６款町債第１項町債50万円の減額は、公営企業会計適用業務委託料

の確定により、下水道事業債を減額するものです。 

    歳入合計で補正額521万8,000円を増額し、6,547万3,000円とするもの

です。 

    次ページになります。 

    歳出です。 

    第１款農業集落排水事業費第１項農業集落排水事業管理費15万

3,000円の増額は、職員人件費の調整、緊急工事対応に伴う汚泥引き抜

き料の増額、業務委託料の確定による減額によるものです。第２項農業

集落排水事業建設費506万5,000円の増額は、粕川処理場上澄み水排水装

置が定期点検において異常が確認され、早急な対応が必要になったこと

に伴う修繕工事費の計上によるものです。 

    歳出合計で補正額521万8,000円を増額し、6,547万3,000円とするもの

です。 

    次ページをお開き願います。 

    第２表債務負担行為の補正です。 



―１０２― 

    まず追加です。 

    事項１ 令和３年度農業集落排水処理施設自家用電気工作物保安管理

業務について、期間を令和２年度から令和３年度までとし、限度額を15万

4,000円とするものです。農業集落排水処理施設の電気工作物保安管理

業務が今年度で委託期間が終了するため、令和３年度からの業務につい

て債務負担行為を設定し、電気工作物の保安管理を行うものです。 

    続きまして変更です。 

事項１ 公営企業会計適用業務について、委託業務費の確定により補

正前の限度額を1,590万円から1,043万2,000円に変更するものです。期

間については変更ございません。 

次ページになります。 

第３表地方債の補正です。 

変更になります。 

起債の目的である公営企業会計適用事業について、事業費の確定によ

り、限度額を240万円から190万円に変更するものです。起債の方法、利

率、償還の方法については変更ございません。 

    以上で令和２年度大郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

の説明を終わります。 

    続きまして、95ページをお開き願います。 

    議案第90号につきまして提案理由を御説明申し上げます。 

議案第90号 令和２年度大郷町戸別合併処理浄化槽特別会計補正予算

（第２号） 

    令和２年度大郷町の戸別合併処理浄化槽特別会計補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ25万

4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6,894万

6,000円とする。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

    （債務負担行為の補正） 

    第２条 既定の債務負担行為の追加及び変更は、「第２表 債務負担行

為補正」による。 

    （地方債の補正） 
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    第３条 既定の地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正につきましては、歳入は繰入金、町債、歳出は職員人件費

や委託料などの管理費の補正を計上しております。 

    次ページをお開き願います。 

    第１表歳入歳出予算補正を御説明いたします。 

    まず、歳入です。 

    第４款繰入金第１項他会計繰入金４万6,000円の増額は、財源調整のた

め一般会計からの繰入金を増額するものです。 

    第６款町債第１項町債30万円の減額は、公営企業会計適用事業委託料

確定により下水道事業債を減額するものです。 

    歳入合計で補正額25万4,000円を減額し、6,894万6,000円とするもので

す。 

    次ページになります。 

    歳出です。 

    第１款合併浄化槽事業費第１項合併浄化槽管理費25万4,000円の減額

は、職員人件費の調整、業務委託料の確定による減額によるものです。 

    歳出合計で補正額25万4,000円を減額し、6,894万6,000円とするもので

す。 

    次ページをお開き願います。 

    第２表債務負担行為補正です。 

まず追加です。 

    事項１ 令和３年度戸別合併処理浄化槽管理業務について、期間を令

和２年度から令和３年度までとし、限度額を2,021万3,000円とするもの

です。合併処理浄化槽管理業務が本年度で委託期間が終了するため、令

和３年度当初からの業務について債務負担行為を設定し、保守点検管理

を行うものです。 

    事項２ 令和３年度戸別合併処理浄化槽清掃業務について、期間を令

和２年度から令和３年度までとし、限度額を1,209万5,000円とするもの

です。戸別合併処理浄化槽清掃業務が今年度で委託期間が終了するため、

令和３年度当初からの業務について債務負担行為を設定し、清掃を行う

ものです。 

    事項３ 令和３年度合併処理浄化槽設置工事について、期間を令和２

年度から令和３年度までとし、限度額を1,432万9,000円とするものです。
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合併処理浄化槽設置工事について、設置希望者に対し速やかに対応する

ため、令和３年度当初からの工事について債務負担行為を設定し、設置

工事を行うものです。 

    続きまして変更です。 

    事項１ 公営企業会計適用業務について、委託業務費の確定により補

正前の限度額を400万円から251万8,000円に変更するものです。期間に

ついては変更ございません。 

    次ページになります。 

    第３表地方債補正です。 

    変更になります。 

    起債の目的である公営企業会計適用事業について、事業費の確定によ

り限度額を150万円から120万円に変更するものです。起債の方法、利率、

償還の方法については変更ございません。 

    以上で令和２年度大郷町戸別合併処理浄化槽特別会計補正予算（第２

号）の説明を終わります。 

    次に、117ページをお開き願います。 

    議案第92号につきまして提案理由を御説明申し上げます。 

    議案第92号 令和２年度大郷町水道事業会計補正予算（第４号） 

    （総則） 

    第１条 令和２年度大郷町水道事業会計の補正予算（第４号）は、次

に定めるところによる。 

    （収益的収入及び支出） 

    第２条 令和２年度大郷町水道事業会計予算（以下「予算」という）

第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

    支出でございます。 

    第１款水道事業費用を１万4,000円減額し、２億6,573万8,000円とする

ものです。第１項営業費用同額計上につきましては、職員人件費の減額

によるものです。 

    （債務負担行為） 

    第３条 債務負担行為をすることができる事項、期間、限度額は、次

のとおりとする。 

    事項 給排水管等修繕費について、期間を令和２年度から令和３年度

までとし、限度額を1,020万9,000円とするものです。漏水などによる給

水管等の修繕につきまして、令和３年度において緊急性のある修繕が発

生した場合に、速やかに対応するために債務負担行為を設定し業務を行
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うものです。 

    （議会の議決を得なければ、流用することのできない経費） 

    第４条 予算第８条に定めた経費の金額を次のように改める。 

    科目、職員給与費、既決予定額1,122万2,000円から補正予定額１万

4,000円を減額し、1,120万8,000円とするものです。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    以上で令和２年度大郷町水道事業会計補正予算（第４号）の説明を終

わります。 

    ただいま御説明申し上げました議案第88号、第89号、第90号につきま

しては事項別明細書を御覧いただき、また、議案第92号につきましては

補正予算説明書を御覧いただきまして、御審議の上、御可決賜りますよ

うお願い申し上げ、提案理由の説明を終わります。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第88号及び議案第89号、議案第90号、議案第

92号について説明を終わります。次に、議案第91号について説明を求め

ます。復興定住推進課長。 

復興定住推進課長（武藤亨介君） それでは、議案第91号につきまして提案理

由を御説明いたします。 

    各種会計補正予算及び予算に関する説明書の110ページを御覧願いま

す。 

    議案第91号 令和２年度大郷町宅地分譲事業特別会計補正予算（第３

号） 

    令和２年度大郷町の宅地分譲事業特別会計補正予算（第３号）は、次

に定めるところによる。 

    （歳入歳出予算補正） 

    第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ445万5,000円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,699万1,000円とす

る。 

    第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

    令和２年12月１日 提出 

大郷町長 田 中   学 

    今回の補正予算は、復興ビジョンに掲げた現地再建希望者のためのか

さ上げ宅地整備に先立ち、用地取得を行うために実施する用地測量業務
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委託費について計上するものであり、一般会計繰入金により財源調整を

図ったものです。 

    それでは111ページを御覧願います。 

    第１表歳入歳出予算補正です。 

    まず、歳入ですが、第１款繰入金第１項他会計繰入金の補正額は445万

5,000円の増額で、中粕川地区かさ上げ宅地整備に係る用地取得を目的

として行う測量業務委託費に関する一般会計からの繰入金です。 

    続きまして歳出について御説明いたします。 

    第１款宅地分譲事業費第２項宅地分譲事業費の補正額は445万5,000円

の増額で、中粕川地区被災者向け宅地及び糟川寺の宅地分譲に係る８区

画程度、約8,700平米の用地取得を目的として行う測量委託費で、吉田

川堤防改修計画のスケジュールに合わせるため、令和３年度早期に用地

取得を行う必要があることから、先行して用地測量を実施するものであ

ります。 

    歳入歳出ともに445万5,000円を計上し、補正後の予算額を歳入歳出そ

れぞれ2,699万1,000円とするものです。 

    なお、本予算は11月12日に御説明しました中粕川地区復興まちづくり

計画を円滑に実施するため、前倒しで業務発注を行うものであり、一刻

も早い被災者の生活再建のため、何とぞ御理解賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 以上で議案第91号について説明を終わります。 

                                    

議長（石川良彦君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

    本日は、これにて散会となります。 

    ありがとうございました。 

           午 後  ２時１８分  散 会 

                                    

    上記の会議の経過は、事務局長 遠藤龍太郎の記載したものであるが、

その内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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